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研究課題名 グリーン関数ＳＴＭの開発とそれによるナノ電子輸送ダイナミクスの研究

研究の概要等 本研究の目的は、我々が今まで開発・発展させてきた「４探針ＳＴＭ（走査トン

ネル顕微鏡）法」をさらに高度化した「グリーン関数ＳＴＭ法」を開発し、それを

さまざまなナノメータスケール構造体の測定に適用して、その有用性を実証するこ

とにある。グリーン関数ＳＴＭ法とは、試料表面上にトンネルコンタクトさせた２

本以上のＳＴＭ探針を電子のコヒーレンス長より短い間隔にまで近づけ、一つの探

針から与えた電気的刺激の応答を他の探針で測定することによって、試料電子系の

非局所的な応答、すなわちグリーン関数を直接測定するという手法である。グリー

ン関数を直接測定できれば、電子系のさまざまな微視的情報を得ることができ、あ

る意味で究極的な物性測定となる。また、この手法は生来的にナノメータスケール

での測定なので、ナノサイエンス・テクノロジー研究の基本的手段となると期待で

きる。
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）
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（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

43,200 15,600 10,900 10,900 4,300 84,900降は内約額）

http://www.-surface.phys.s.u-tokyo.ac.jpホームページアドレス


